




























近年，注目を集めつつある。代表的なものは Johanna Nichols（1994，2014）の“Pacific Rim”（環
太平洋）諸言語と松本克己（2007）の「環太平洋言語圏」の研究である。同じ「環太平洋」
という表現を使いながらも，2 人の研究者は正反対に近い結論にたどりつく。Nichols（1994）
は，世界の言語を 11 の地域に分類し，それらの言語地域毎に 8 点の音韻・形態・文法的特
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に環太平洋地帯の両最南端に至り，共通の類型論的特徴を運んで行ったとしている。その結
果，例えば包括的一人称複数・除外的一人称複数の対立（first person inclusive-exclusive distinc-





























集め，いわゆる「農耕／言語同時伝播仮説」（Bellwood and Renfrew 2002）の是非を日本列島・
アジア・太平洋において検証する企画を行ってきた。さらに，プロジェクトの海外研究事業
として，米国コーネル大学と 8th Workshop on Altaic Formal Linguistics（WAFL8）（第 8 回アル
タイ形式言語学学会）と Workshop on Suspended Aﬃxation を共催し，ヘルシンキ大学地域言
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Young-Key Kim-Renaud and John Whitman（eds.）─本プロジェクト「音韻再建班」メンバー
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域（言語連合），カフカス言語地域，南アジア言語地域がその典型例である。Nichols（1992，











野洋平氏と共同で，World Atlas of Language Structures（WALS Online, Dryer and Haspelmath 2013，
以下 WALS）の統計学的研究を行っている。その研究の主な目標は，WALS に収録された言
語類型論的素性（フィーチャー）の相関関係を解明することである。WALS は 55 人の言語
学者がドイツのマックス・プランク研究所で構築したデータベースである。データベースに
は 2,676 言語に関する 192 のフィーチャーがデータ化されているが，言語によって数フィー
チャーしか指定されていないものもあれば，示された言語が比較的少ないフィーチャーもあ
る。本研究では 192 点のフィーチャーを，WALS の著者たちが指定した 200 言語のサンプル
に適用して調べた。このサンプルは地理・語族の観点において均衡のとれたものである。
研究の出発点は Tsunoda, Ueda and Itoh（1995）による先駆的研究である。Tsunoda 他（1995）
は，言語の分類を試みる多くの数量言語類型論研究と違って，パラメータ（つまりフィー





Ono, Whitman, Yoshino and Hayashi（2013），ホイットマン・小野（2014）と Whitman and 





応分析によるフィーチャーの座標を第 1 次元と第 2 次元で示したものである（Whitman and 
Ono to appear）。
192 点のフィーチャーのうち，値が 2 つ以上（例えば WALS フィーチャー 85A“Adpositions”
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東北アジア言語地域の位置付けに向けて








れぞれクラスター A，B，C，D，E とする）に区別できることが分かった（Whitman and 
Ono to appear）。
クラスター Aはほとんどすべて主要部前置型の値である。語順に関わるもの以外のフィー
チャーは 3 点しかない。クラスター A に収まるフィーチャーの値とその分類精度を表 1（次
ページ）にまとめる。
表 1 から分かるように，分類精度がもっとも高いフィーチャーは WALS の 81A-86A で，す
べて語順を示すものである。その値（2 か 1）はすべて主要部前置型である。例えば 81A_2，
83A_2，84A_1 は動詞句（VP）内で主要部の動詞が句の左端にある語順を指定する値である。




図 1　多重対応分析（MCA）による 489 のフィーチャーの値の分析（1・2次元）
（Whitman and Ono to appear．分析は小野洋平による）
ジョン・ホイットマン
74 国語研プロジェクトレビュー　Vol.6 No.3 2016
定するものである 2。そのほかに，94A_1「接続詞が前置型」も主要部前置型の値であるが，
分類精度がやや落ちる。表 1 の 95A_4 から 144K_4 もすべて前置型もしくは前置型と矛盾し
ないフィーチャーの値であるが，これらのフィーチャーには語順の特徴が 1 つ以上組み合わ
されている（例えば，95A_4 には「動詞─目的語」並びに「前置詞」という，2 つの類型論
的特徴が 1 つのフィーチャーになっている）。こういうフィーチャーは Complex feature「複
雑素性」と呼ぶのであるが，単独の特徴を表すフィーチャーとは比較することができないの
で分類精度を計算しなかった。クラスター A のフィーチャーの中，語順または主要部前置
型とは関係ないのは，1A_3“Consonant system（Average）201”，28_1“Case syncretism（No 
Case marking）128”，105_3“Give（Has secondary object construction）65（third most common）”
の 3 つのフィーチャーだけである。1A_3 と 28_1 はそれぞれ無標の，つまりもっとも多くの
言語に示される値だから上位クラスターである A に現れるのだろうと思われる。105_3 だけ
は無標ではないので，二重目的語構文と主要部前置型の語順との関係に関しては更なる検討
が必要である。
2 つ目のクラスターには語順が主要部後置型の値が集中している。このクラスター B の
フィーチャーの値とその分類精度を表 2 に示す。
2　この事実の通時論的解釈については，Whitman and Ono（to appear）を参照されたい。
表 1　クラスターAのフィーチャーとその分類精度













































































ラスター A と違って，名詞句内の語順に関わるものである。クラスター A と同様，すべて
主要部前置型の値（Noun-Adjective，Noun-Demonstrative，Noun-Numeral など）を指定している。
語順に関係しない 2A_3 と 100A_1 は無標の値である。
次のクラスター C を表 3（次ページ）に示す。クラスター C はいわばクラスター A の鏡
像である。このクラスターでも語順のフィーチャーが支配的だが，その値は例外なしに主要
部後置型である。語順に関わらない 2A_1 “Vowel Quality（Small）”は有標であるが，それは
おそらく無標の値 2A_3 がすでにクラスター B に入っているためだろう。




残るクラスター E は「残り物」の，つまり A，B，C，D に収まらなかったフィーチャー
の集まりである。このクラスターに限って，類型論的な一貫性が見当たらず，A，B，C，D
に出なかった，有標な値が多い。
このように，ホイットマン・小野（2014）と Whitman and Ono（to appear）の研究で分かっ
たことは，WALS の 192 のフィーチャーを統計学的に分析すると，語順に関わるフィーチャー
が圧倒的な力を示すことである。5 つの上位クラスターの中の 4 つにおいて分類精度の高い
フィーチャーが語順に関わるものであった。WALSには語順以外のフィーチャーが多くある。
表 2　クラスターBのフィーチャーとその分類精度


















1： Noun-Relative Clause 
（NRel） dominant
2：Adjective-Degree word





3： Vowel Inventory Large 
（7-14）

























































































































































































ではその分類が WALS の 200 近くのフィーチャーにより裏付けられているのである。
図 2 の分析ではそのほかの言語地域も明確に現れる。東北アジア大陸のクラスターとして
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語・朝鮮語・アイヌ語・ニヴフ語（図 3 の Amur 語族）が 1 つのクラスターをなし，ハルハ
に代表されるモンゴル語族，トルコ語に代表されるチュルク語族，エヴェンキ語に代表され
るツングース語族とユカギール語族（図 3 の Yukaghir 語族）がもう 1 つの，先のクラスター
と姉妹関係にあるクラスターをなす。さらに，北アジア言語地域とその内部組織に関わるも
う 2 つの地図を紹介する。
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Abstract: This paper describes the research activities of the joint research project “Diachronic 
and Typological Research on the Languages of the Japanese Archipelago and Its Environs”. A 
major focus of the project was to investigate the status of Northeast Asia as a linguistic area or 
Sprachbund. The project was made up of three teams: a team focusing on morphosyntax, one 
on phonological reconstruction, and one on the Ainu language, headed by Dr. Anna Bugaeva. 
The morphosyntax team investigated such topics as the role of nominalizations as a source for 
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main clause grammar in Northeast Asia and elsewhere. The phonological reconstruction team 
examined topics such as accentual change in Japonic and the status of tongue root harmony as a 
defining feature of the Northeast Asian Sprachbund. Another product of the project was an in-
vestigation of the statistical properties of the typological data in the WALS （World Atlas of Lin-
guistic Structures） database （Dryer and Haspelmath 2013）.
